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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　圧縮機を有するヒートポンプ装置を備え、前記ヒートポンプ装置で加熱した流体を、前
記流体を利用する流体利用装置へ供給するヒートポンプシステムであり、
　前記流体利用装置へ流入する前記流体の温度を流入温度として計測する流入温度計測部
と、
　前記流体利用装置から流出する前記流体の温度を流出温度として計測する流出温度計測
部と、
　前記流入温度計測部が計測した流入温度の所定の時間当たりの変化率を流入温度変化率
として前記圧縮機の運転開始から順次計算するとともに、前記流出温度計測部が計測した
流出温度の前記所定の時間当たりの変化率を流出温度変化率として前記圧縮機の運転開始
から順次計算する変化率計算部と、
　前記変化率計算部が計算した前記流入温度変化率と前記流出温度変化率との差が予め設
定された変化率閾値以下となった場合における前記流入温度を最低温度として設定する最
低温度設定部と、
　前記最低温度設定部が設定した最低温度以上の温度を目標温度として設定する目標温度
設定部と、
　前記流体利用装置へ流入する前記流体の温度が、前記目標温度設定部が設定した目標温
度になるように、前記ヒートポンプ装置が有する前記圧縮機を制御する制御部と
を備えることを特徴とするヒートポンプシステム。
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【請求項２】
　前記最低温度設定部は、前記流入温度変化率と前記流出温度変化率との差が前記変化率
閾値以下となり、かつ、前記流入温度と前記流出温度との差が予め設定された温度閾値以
下となった場合における前記流入温度を最低温度として設定する
ことを特徴とする請求項１に記載のヒートポンプシステム。
【請求項３】
　前記ヒートポンプシステムは、さらに、
　前記流入温度計測部が計測した流入温度の変化から前記流入温度の収束値を流入温度収
束値として前記圧縮機の運転開始から順次計算するとともに、前記流出温度計測部が計測
した流出温度の変化から前記流出温度の収束値を流出温度収束値として前記圧縮機の運転
開始から順次計算する収束値計算部
を備え、
　前記最低温度設定部は、前記流入温度変化率と前記流出温度変化率との差が前記変化率
閾値以下となり、かつ、前記流入温度と前記流出温度との差が前記温度閾値以下となり、
かつ、前記収束値計算部が計算した前記流入温度収束値と前記流出温度収束値との差が予
め設定された収束値閾値以下となった場合における前記流入温度を最低温度として設定す
る
ことを特徴とする請求項２に記載のヒートポンプシステム。
【請求項４】
　前記最低温度設定部は、前記最低温度を設定した時点における前記圧縮機の運転周波数
に応じて、設定した前記最低温度を補正する
ことを特徴とする請求項１から３までのいずれかに記載のヒートポンプシステム。
【請求項５】
　前記ヒートポンプシステムは、さらに、
　外気温度を計測する外気温度計測部
を備え、
　前記最低温度設定部は、前記外気温度計測部が計測した外気温度に応じて、前記最低温
度を補正する
ことを特徴とする請求項１から４までのいずれかに記載のヒートポンプシステム。
【請求項６】
　前記流体利用装置は、前記流体と所定の部屋の空気とを熱交換させる熱交換器であり、
　前記ヒートポンプシステムは、さらに、
　前記部屋の設定温度を取得する設定温度取得部
を備え、
　前記最低温度設定部は、前記設定温度取得部が取得した設定温度に応じて、前記最低温
度を補正する
ことを特徴とする請求項１から５までのいずれかに記載のヒートポンプシステム。
【請求項７】
　前記ヒートポンプシステムは、さらに、
　暖房負荷が所定値以上の場合における前記流入温度と前記流出温度との温度差を前記温
度閾値として設定する閾値設定部
を備えることを特徴とする請求項２に記載のヒートポンプシステム。
【請求項８】
　圧縮機を有するヒートポンプ装置を備え、前記ヒートポンプ装置で加熱した流体を、前
記流体を利用する流体利用装置へ供給するヒートポンプシステムにおける前記ヒートポン
プ装置の制御方法であり、
　前記流体利用装置へ流入する前記流体の温度を流入温度として計測する流入温度計測工
程と、
　前記流体利用装置から流出する前記流体の温度を流出温度として計測する流出温度計測
工程と、
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　前記流入温度計測工程で計測した流入温度の所定の時間当たりの変化率を流入温度変化
率として前記圧縮機の運転開始から順次計算するとともに、前記流出温度計測工程で計測
した流出温度の前記所定の時間当たりの変化率を流出温度変化率として前記圧縮機の運転
開始から順次計算する変化率計算工程と、
　前記変化率計算工程で計算した前記流入温度変化率と前記流出温度変化率との差が予め
設定された変化率閾値以下となった場合における前記流入温度を最低温度として設定する
最低温度設定工程と、
　前記最低温度設定工程で設定した最低温度以上の温度を目標温度として設定する目標温
度設定工程と、
　前記流体利用装置へ流入する前記流体の温度が、前記目標温度設定工程で設定した目標
温度になるように、前記ヒートポンプ装置が有する前記圧縮機を制御する制御工程と
を備えることを特徴とするヒートポンプ装置の制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、ヒートポンプシステムが備える圧縮機の制御技術に関する。特に、この発
明は、季節の中間期等、比較的負荷が低い場合における圧縮機の制御技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ヒートポンプ装置で温水を生成し、生成した温水をパネルヒータ等へ供給することによ
り、暖房運転を行うヒートポンプ式の暖房システムがある。
　ヒートポンプ式の暖房システムでは、運転時の負荷等に応じて目標温度が設定され、パ
ネルヒータ等へ供給される温水の温度（流入温度）が目標温度になるようにヒートポンプ
装置が制御される。この際、目標温度は、ヒートポンプ装置毎に出荷前等に予め定められ
た最低温度と最高温度との間の温度が設定される。
【０００３】
　ヒートポンプ式の暖房システムでは、ヒートポンプ装置のインバータ制御の特性を活か
し、室内の快適性を損なわない範囲で、可能な限りヒートポンプ装置を連続運転すること
が、省エネルギー化を進める上で重要である。
　しかし、目標温度が低いと、ヒートポンプ装置の能力をできる限り低く抑えて運転して
も、すぐに流入温度が目標温度を超えてしまう状態となる。この場合、流入温度が目標温
度よりも高くなるとヒートポンプ装置の運転を一旦停止し、流入温度が目標温度よりも低
くなると再びヒートポンプ装置を運転するという動作を繰り返してしまう。つまり、ヒー
トポンプ装置を連続運転することができず、省エネルギー化を進める上で好ましくない。
【０００４】
　特許文献１には、暖房混合弁及び可変流量循環ポンプを用いて強制的に流入温度と戻り
温度とを操作することで、ヒートポンプ装置を連続運転させることについての記載がある
。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１０－８０３６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかし、暖房混合弁及び可変流量循環ポンプを設置するにはコストがかかる。また、欧
州等では、一般的に暖房システムを構築する場合、現地の据付業者が循環ポンプなどを任
意に選定するため、暖房混合弁及び可変流量循環ポンプが設置されない虞がある。
　この発明は、暖房混合弁や可変流量循環ポンプ等の特殊な機器を用いることなく、ヒー
トポンプ装置を連続運転させることを目的とする。
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【課題を解決するための手段】
【０００７】
　この発明に係るヒートポンプシステムは、
　圧縮機を有するヒートポンプ装置を備え、前記ヒートポンプ装置で加熱した流体を、前
記流体を利用する流体利用装置へ供給するヒートポンプシステムであり、
　前記流体利用装置へ流入する前記流体の温度を流入温度として計測する流入温度計測部
と、
　前記流体利用装置から流出する前記流体の温度を流出温度として計測する流出温度計測
部と、
　前記流入温度計測部が計測した流入温度の所定の時間当たりの変化率を流入温度変化率
として前記圧縮機の運転開始から順次計算するとともに、前記流出温度計測部が計測した
流出温度の前記所定の時間当たりの変化率を流出温度変化率として前記圧縮機の運転開始
から順次計算する変化率計算部と、
　前記変化率計算部が計算した前記流入温度変化率と前記流出温度変化率との差が予め設
定された変化率閾値以下となった場合における前記流入温度を最低温度として設定する最
低温度設定部と、
　前記最低温度設定部が設定した最低温度以上の温度を目標温度として設定する目標温度
設定部と、
　前記流体利用装置へ流入する前記流体の温度が、前記目標温度設定部が設定した目標温
度になるように、前記ヒートポンプ装置が有する前記圧縮機を制御する制御部と
を備えることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００８】
　この発明に係るヒートポンプシステムでは、出荷前等に予め設定された最低温度を利用
するのではなく、流入温度の目標温度についての最低温度を設置された環境に応じて適切
に定め、不要に低い目標温度が設定されないように制御する。これにより、ヒートポンプ
装置を連続運転させることができ、省エネルギー化を進めることができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】実施の形態１に係るヒートポンプシステム２００の構成図。
【図２】実施の形態１に係る制御装置１００の構成図。
【図３】実施の形態１に係る制御装置１００の制御処理の流れを示すフローチャート。
【図４】実施の形態１に係る制御装置１００の制御処理の説明図。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　実施の形態１．
　図１は、実施の形態１に係るヒートポンプシステム２００の構成図である。
　ヒートポンプシステム２００は、ヒートポンプ装置１０、補助熱源２０、室内空間６０
に設置された放熱器３０（流体利用装置の一例）、ポンプ４０を備え、順次流体配管５０
によって接続されている。なお、流体配管５０は、ヒートポンプ装置１０が備える熱交換
器２に接続されている。また、流体配管５０の内部には、水（流体の一例）が流れている
。
　また、放熱器３０が設置された室内空間６０には、設定温度等を入力するためのリモー
トコントローラ７０が設けられている。
【００１１】
　ヒートポンプ装置１０は、圧縮機１と熱交換器２と膨張機構３と熱交換器４とが冷媒配
管５により順次接続されたヒートポンプサイクルを有する。圧縮機１、熱交換器２、膨張
機構３、熱交換器４の順にヒートポンプサイクル内を冷媒が循環することにより、冷媒は
、熱交換器４で空気等から吸熱して、熱交換器２で流体配管５０を流れる水へ放熱する。
つまり、ヒートポンプ装置１０により、流体配管５０を流れる水が加熱され、温水になる
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。
　補助熱源２０は、ヒートポンプ装置１０が加熱した温水を、さらに加熱する。例えば、
補助熱源２０は、電気ヒータ等である。
　放熱器３０は、ヒートポンプ装置１０や補助熱源２０により加熱された温水の熱を、室
内空間６０の空気へ放出する。その結果、室内空間６０内部は暖かくなり、温水は冷却さ
れ冷水になる。例えば、放熱器３０は、輻射熱による自然対流の熱交換により温水と空気
とを熱交換させる床暖房パネルやパネルヒータ、内部ファンによる強制対流の熱交換によ
り温水と空気とを熱交換させるファンコイルユニット等である。
　ポンプ４０は、流体配管５０内を水を循環させる。つまり、ポンプ４０が稼動すること
により、ヒートポンプ装置１０、補助熱源２０、放熱器３０の順に水が循環する。そして
、上述したように、水は、ヒートポンプ装置１０で加熱され、補助熱源２０でさらに加熱
され、放熱器３０で冷却されることを繰り返す。これにより、室内空間６０が暖められる
。
【００１２】
　また、ヒートポンプシステム２００は、温度センサ１０１～１０４を備える。
　温度センサ１０１（流入温度計測部）は、放熱器３０へ流入する水の温度を流入温度と
して計測する。温度センサ１０２（流出温度計測部）は、放熱器３０から流出した水の温
度を流出温度として計測する。温度センサ１０３（室内温度計測部）は、室内空間６０の
空気の温度を室内温度として計測する。温度センサ１０４（外気温度計測部）は、外気の
温度を計測する。
【００１３】
　さらに、ヒートポンプシステム２００は、マイクロコンピュータ等により構成される制
御装置１００を備える。
　制御装置１００は、温度センサ１０１～１０４が計測する温度や、リモートコントロー
ラ７０により入力される設定温度や、ヒートポンプ装置１０（圧縮機１）の運転周波数等
を取得する。制御装置１００は、取得した情報に基づき目標温度を設定し、放熱器３０へ
供給する水の温度が目標温度になるように、ヒートポンプ装置１０を制御する。また、制
御装置１００は、取得した情報に基づき、補助熱源２０のＯＮ／ＯＦＦや、ポンプ４０の
ＯＮ／ＯＦＦを制御する。
【００１４】
　図２は、実施の形態１に係る制御装置１００の構成図である。
　制御装置１００は、データ収集部１１０、温度設定部１２０、制御部１３０、閾値記憶
部１４０、閾値設定部１５０を備える。
【００１５】
　データ収集部１１０は、流入温度取得部１１１、流出温度取得部１１２、室内温度取得
部１１３、外気温度取得部１１４、設定温度取得部１１５、周波数取得部１１６を備える
。
　流入温度取得部１１１は、温度センサ１０１が計測した流入温度を取得する。流出温度
取得部１１２は、温度センサ１０２が計測した流出温度を取得する。室内温度取得部１１
３は、温度センサ１０３が計測した室内温度を取得する。外気温度取得部１１４は、温度
センサ１０４が計測した外気温度を取得する。設定温度取得部１１５は、リモートコント
ローラ７０により入力された設定温度を取得する。周波数取得部１１６は、ヒートポンプ
装置１０から運転周波数を取得する。
【００１６】
　温度設定部１２０は、変化率計算部１２１、収束値計算部１２２、最低温度設定部１２
３、目標温度設定部１２４を備える。
【００１７】
　変化率計算部１２１は、流入温度取得部１１１が取得した流入温度に基づき、所定の時
間（ここでは、一例として３０秒とする）当たりの流入温度の変化率を、ヒートポンプ装
置１０の運転開始から設定時間（ここでは、一例として１５秒とする）毎に計算する。ま
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た、変化率計算部１２１は、流出温度取得部１１２が取得した流出温度に基づき、所定の
時間（３０秒）当たりの流出温度の変化率を、ヒートポンプ装置１０の運転開始から設定
時間（１５秒）毎に計算する。
　なお、流入温度の変化率は、ある時刻において計測された流入温度と、その時刻の所定
時間（３０秒）前の時刻において計測された流入温度とから計算することができる。流出
温度の変化率についても、流入温度の変化率と同様に計算できる。
　流入温度の変化率を流入温度変化率と呼び、流出温度の変化率を流出温度変化率と呼ぶ
。
【００１８】
　収束値計算部１２２は、流入温度取得部１１１が取得した流入温度に基づき、流入温度
の収束値を、ヒートポンプ装置１０の運転開始から設定時間（１５秒）毎に計算する。ま
た、収束値計算部１２２は、流出温度取得部１１２が取得した流出温度に基づき、流出温
度の収束値を、ヒートポンプ装置１０の運転開始から設定時間（１５秒）毎に計算する。
　なお、流入温度の収束値は、例えば、ある３つの時刻において計測された流入温度から
、流入温度の変化の曲線を計算することにより、計算することができる。流出温度の収束
値についても、流入温度の収束値と同様に計算できる。
　流入温度の収束値を流入温度収束値と呼び、流出温度の収束値を流出温度収束値と呼ぶ
。
【００１９】
　最低温度設定部１２３は、変化率計算部１２１が計算した流入温度変化率及び流出温度
変化率と、収束値計算部１２２が計算した流入温度収束値及び流出温度収束値と、流入温
度取得部１１１が取得した流入温度と、流出温度取得部１１２が取得した流出温度とに基
づき、最低温度を設定する。
　具体的には、最低温度設定部１２３は、流入温度変化率と流出温度変化率との差が、後
述する閾値記憶部１４０に記憶された変化率閾値以下であり、かつ、流入温度収束値と流
出温度収束値との差が、閾値記憶部１４０に記憶された収束値閾値以下であり、かつ、流
入温度と流出温度との差が、閾値記憶部１４０に記憶された温度閾値以下である場合にお
ける流入温度を、最低温度として設定する。
【００２０】
　目標温度設定部１２４は、室内温度取得部１１３が取得した室内温度や、外気温度取得
部１１４が取得した外気温度や、設定温度取得部１１５が取得した設定温度や、周波数取
得部１１６が取得した運転周波数等に基づき、最低温度設定部１２３が設定した最低温度
以上の温度を目標温度として設定する。
　なお、目標温度設定部１２４が目標温度を計算する方法については、従来から様々な方
法が取られているが、どのようなものであっても構わない。但し、計算された目標温度が
、最低温度よりも低い場合には、目標温度設定部１２４は最低温度を目標温度とする。
【００２１】
　制御部１３０は、目標温度設定部１２４が設定した目標温度に流入温度がなるように、
ヒートポンプ装置１０を制御する。なお、ヒートポンプ装置１０だけでは加熱量が足りな
い場合には、補助熱源２０をＯＮすることにより、目標温度に流入温度がなるようにする
。
【００２２】
　閾値記憶部１４０は、変化率閾値と、収束値閾値と、温度閾値とが記憶される記憶装置
である。
【００２３】
　閾値設定部１５０は、変化率閾値や収束値閾値や温度閾値を閾値記憶部１４０に格納す
る。
　閾値設定部１５０は、例えば、冬季等、負荷が高い（負荷が所定値以上）の場合におけ
る流入温度と流出温度との差の平均値を、収束値閾値や温度閾値として閾値記憶部１４０
に格納する。また、閾値設定部１５０は、リモートコントローラ７０等から入力された変
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化率閾値を閾値記憶部１４０に格納する。
【００２４】
　図３は、実施の形態１に係る制御装置１００の制御処理の流れを示すフローチャートで
ある。また、図４は、実施の形態１に係る制御装置１００の制御処理の説明図である。
　制御装置１００は、ヒートポンプ装置１０が運転を開始すると、図３に示す制御処理を
開始する。図４では、ｔ０の時点において、ヒートポンプ装置１０が運転を開始した状態
を示している。また、図４では、設定時間（１５秒）毎に、ｔ１，ｔ２，．．．という目
盛が付けられている。
　なお、ヒートポンプ装置１０の運転開始時には、ヒートポンプ装置１０は定格周波数等
の所定の周波数で制御される。
【００２５】
　（Ｓ１：温度計測処理）
　流入温度取得部１１１は、温度センサ１０１により計測された流入温度を設定時間（１
５秒）毎に取得し、流出温度取得部１１２は、温度センサ１０２により計測された流出温
度を設定時間（１５秒）毎に取得する。
　図４では、ｔ０（運転開始から０秒後），ｔ１（運転開始から１５秒後），ｔ２（運転
開始から３０秒後），・・・というように運転開始から１５秒毎に流入温度と、流出温度
が計測されることを示している。
【００２６】
　（Ｓ２：変化率計算処理）
　変化率計算部１２１は、Ｓ１で取得した最新の流入温度と、その所定時間（３０秒）前
の流入温度とから、その時点における流入温度変化率を計算する。また、変化率計算部１
２１は、Ｓ１で取得した最新の流出温度と、所定時間（３０秒）前の流出温度とから、そ
の時点における流出温度変化率を計算する。
　例えば、図４では、運転開始から３０秒が経過したｔ２の時点から１５秒毎に流入温度
変化率と流出温度変化率とが計算される。例えば、図４におけるｔｎの時点において、ｔ

ｎの時点で計測された流入温度と、ｔｎ－２の時点で計測された流入温度とから、流入温
度変化率が計算される。同様に、図４におけるｔｎの時点において、ｔｎの時点で計測さ
れた流出温度と、ｔｎ－２の時点で計測された流出温度とから、流出温度変化率が計算さ
れる。
【００２７】
　（Ｓ３：収束値計算処理）
　収束値計算部１２２は、Ｓ１で取得した最新の流入温度と、設定時間（１５秒）前の流
入温度と、さらに設定時間（１５秒）前（つまり、３０秒前）の流入温度とから、その時
点における流入温度収束値を計算する。また、収束値計算部１２２は、Ｓ１で取得した最
新の流出温度と、設定時間（１５秒）前の流出温度と、さらに設定時間（１５秒）前の流
出温度とから、その時点における流出温度収束値を計算する。
　例えば、図４では、運転開始から３０秒が経過したｔ２の時点から１５秒毎に流入温度
収束値と流出温度収束値とが計算される。例えば、図４におけるｔｎの時点において、ｔ

ｎ，ｔｎ－１，ｔｎ－２の各時点で計測された流入温度から、流入温度収束値が計算され
る。同様に、図４におけるｔｎの時点において、ｔｎ，ｔｎ－１，ｔｎ－２の各時点で計
測された流出温度から、流出温度収束値が計算される。
【００２８】
　（Ｓ４：判定処理）
　最低温度設定部１２３は、流入温度変化率と流出温度変化率との差（変化率差）が変化
率閾値以下であり、かつ、流入温度収束値と流出温度収束値との差（収束値差）が収束値
閾値以下であり、かつ、流入温度と流出温度との差（温度差）が温度閾値以下であるか否
かを判定する。
　最低温度設定部１２３は、全て閾値以下である場合（Ｓ４でＹＥＳ）、処理をＳ５へ進
める。一方、最低温度設定部１２３は、いずれか１つでも閾値より高い場合（Ｓ４でＮＯ
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）、Ｓ１へ処理を戻して設定時間（１５秒）後における変化率差、収束値差、温度差の各
値について判定する。
　例えば、図４のｔｎの時点における変化率差が変化率閾値以下であり、かつ、ｔｎの時
点における収束値差が収束値閾値以下であり、かつ、ｔｎの時点における温度差が温度閾
値以下であるか否かが判定される。そして、全て閾値以下である場合（Ｓ４でＹＥＳ）、
処理をＳ５へ進め、いずれか１つでも閾値より高い場合（Ｓ４でＮＯ）、Ｓ１へ処理を戻
して、ｔｎ＋１の時点における各値について判定する。
【００２９】
　（Ｓ５：最低温度設定処理）
　最低温度設定部１２３は、Ｓ４で全て閾値以下であると判定した時点における流入温度
を最低温度として設定する。
　例えば、Ｓ４で図４におけるｔｎの時点における各値が閾値以下であると判定された場
合、ｔｎにおいて計測された流入温度Ｍｉｎを最低温度として設定する。
【００３０】
　（Ｓ６：目標温度設定処理）
　目標温度設定部１２４は、所定の方法により、目標温度を計算する。この際、計算した
目標温度がＳ５で設定された最低温度より低い場合、目標温度をＳ５で設定された最低温
度とする。これにより、目標温度として、最低温度以上の温度が設定される。
【００３１】
　（Ｓ７：制御処理）
　制御部１３０は、流入温度がＳ６で設定された目標温度になるように、ヒートポンプ装
置１０を制御する。
【００３２】
　図４に示すように、ヒートポンプ装置１０が運転を開始すると、流入温度はすぐに上が
り始めるが、流出温度はしばらく時間（図４ではＴ）が経ってから温度が上がり始める。
この流入温度が上がり始める時刻と、流出温度が上がり始める時刻との時間差Ｔは、水が
温度センサ１０１を通過してから、放熱器３０を通過して、温度センサ１０２へ戻ってく
るまでの時間である。ヒートポンプシステム２００毎に、放熱器３０の配置の仕方や、放
熱器３０の台数等が異なり、放熱器３０を繋ぐ流体配管５０の長さは異なる。そのため、
水が温度センサ１０１を通過してから温度センサ１０２へ戻ってくるまでの時間は、ヒー
トポンプシステム２００毎に異なる。
　また、設置される放熱器３０の能力や、暖房負荷等によって、流入温度や流出温度の変
化曲線は異なる。
【００３３】
　実施の形態１に係るヒートポンプシステム２００では、流入温度と流出温度とを用いた
計算により最低温度を設定する。そのため、ヒートポンプシステム２００毎に異なる流体
配管５０の長さや、放熱器３０の能力、暖房負荷等を考慮した最低温度を設定することが
できる。
　したがって、低すぎる目標温度が設定されたことが原因となり、ヒートポンプ装置１０
のＯＮ／ＯＦＦが繰り返されることを防止でき、ヒートポンプ装置１０の連続運転を実現
することができる。よって、省エネルギー化を進めることができる。
【００３４】
　特に、実施の形態１に係るヒートポンプシステム２００では、温度閾値と収束値閾値と
を、冬等の暖房負荷が高い場合における流入温度と流出温度との温度差に基づき定めてい
る。そのため、ヒートポンプシステム２００毎に適切な温度閾値と収束値閾値とを定める
ことが可能である。したがって、最低温度も適切に設定することができる。
【００３５】
　なお、図３のＳ５において、最低温度設定部１２３は、周波数取得部１１６が取得した
運転周波数に基づき、最低温度を補正してもよい。ヒートポンプ装置１０は通常定格周波
数に近い周波数でした方が効率がよい。そこで、最低温度設定部１２３は、ヒートポンプ
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装置１０の運転周波数が定格周波数に近くなるように、最低温度を補正してもよい。
　さらに、図３のＳ５において、最低温度設定部１２３は、外気温度取得部１１４が取得
した外気温度に基づき、最低温度を補正してもよい。ヒートポンプ装置１０の運転効率と
、運転周波数との関係を表す曲線は、外気温度により変化する。そこで、最低温度設定部
１２３は、外気温度を考慮して、ヒートポンプ装置１０の運転周波数が定格周波数に近く
なるように、最低温度を補正してもよい。
　また、図３のＳ５において、最低温度設定部１２３は、室内温度取得部１１３が取得し
た室内温度や設定温度取得部１１５が取得した設定温度に基づき、最低温度を補正しても
よい。例えば、最低温度設定部１２３は、設定した最低温度で運転した場合に、室内温度
が設定温度を超えてしまうような場合には、最低温度を低くするように補正してもよい。
【００３６】
　また、上記説明では、変化率差と収束値差と温度差との３つの指標に基づき、最低温度
を設定した。しかし、変化率差と収束値差と温度差といずれか１つのみ、あるいは、いず
れか２つのみの指標に基づき、最低温度を設定してもよい。
【符号の説明】
【００３７】
　１　圧縮機、２　熱交換器、３　膨張機構、４　熱交換器、５　冷媒配管、１０　ヒー
トポンプ装置、２０　補助熱源、３０　放熱器、４０　ポンプ、５０　流体配管、６０　
室内空間、７０　リモートコントローラ、１００　制御装置、１０１，１０２，１０３，
１０４　温度センサ、１１０　データ収集部、１１１　流入温度取得部、１１２　流出温
度取得部、１１３　室内温度取得部、１１４　外気温度取得部、１１５　設定温度取得部
、１１６　周波数取得部、１２０　温度設定部、１２１　変化率計算部、１２２　収束値
計算部、１２３　最低温度設定部、１２４　目標温度設定部、１３０　制御部、１４０　
閾値記憶部、１５０　閾値設定部、２００　ヒートポンプシステム。

【図１】 【図２】
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